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我がデザインの年輪

樋 口 治

私 はデザ イン歴 は,戦 前 ・戦 中 ・戦後 を通 じて何時 の間 にか40余 年 になった。

今,そ れ らを振 り返 ってみ ると,自 分の作 品の中 にその時 代の息吹 きが反映 し

て いるこ とが よ くわか る。 い ささか おこが ましいが,こ こ に戦後約20年 間 の作

品 を二三挙 げて,そ の時 々の デザ イ ンの傾 向 を年輪 と して視 てみ たい。

1.戦 後 日 本 デ ザ イ ンの 側 向

9作 品A
,「 曲 木 の肘掛椅 子」

1960年(昭 和35年)発 表

発売 株式会 社高島屋

製作 飛弾産 業株式会社

材質 ぶ な材 曲木加工,椅 子張 の

充填 材 は発泡 ウ レタン,裂

地 は平織 ワイ ンレッ ド色

1961年 大 阪 デザ イ ンハウ ス第一・

回年度賞受 賞作品

第二次世 界大戦後 の我 が国 のデザ イ ンは極め て ノーマ ルな機能主 義の道 を辿

った。昭和23年 小池新二 や勝 見勝氏 らによるデザ イン立国論以 来 ,バ ウハ ウス

が見直 され,ピ ース箱 のデザ イ ンや国際的 デザ イ ン盗 用問題 が話題 とな り,や
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がて インテ リア ・デザ イ ンの分野 では スカ ンデ ィナビヤ ・デザ インブー ムと伝

統的 日本 調 が横行 した。

この肘掛 椅子 も今 から見 ると,明 らかにそれ らの影響 を受 けてい るよ うに思

われ る。当時 高島屋 では 「シャ ンブル ・シャルマ ン ト展」 が始 ま り,イ ンテ リ

ア業界のパ イオニアた らん として極 めて積極 的大規模 な催 しが企画 された。私

はその プロデューサー的立場 にあ り約80名 の企業内 デザ イナー を統 率 していた

が,自 らも製作 意慾 やみ がた く,優 れた木工技術 であ りなが ら,当 時 等閑視 さ

れていた曲木技法 をモ ダンデザ イ ンに生かすべ くデザ イ ンした もので ある。

この椅子 が発表 された1960年 は,安 保 に倒 れた岸内閣の後 を受 けて池 田内 閣

が発足 し,国 民 所得倍増 計画 が発 表 され,大 量 生産 ・大量消 費期 が始 ま り,投

信 ブー ム ・株 価急騰 の岩戸景 気全盛 期で あった。 日本 に#sけ る家具の量 産化 も

この時期 に始 った。危 しげな様式 家具 の模倣 や,い じけた今 日の量産家具 のデ

ザ イ ンをみ ると,手 前味 噌で はないが,こ うい う初 期の量 産家具 には大 らかな

創作性 があ った よ うに思 われる。

2.高 度 経 済 成 長 の シ ン ボ ル

作品B・EXPO'70「 ガ ス パビ リオ ン」

昭 和45年

1970年 日本万国博 覧会協賛

施r日 本 ガス協 会

施 工 大林組

私 と しては,建 築の基 本計画 か ら

インテ リア迄,全 ての造 型 を委せ ら

れた思 い出深 い作品で あ る。

EXPO「70」 会場 建 設費2000億 円,

関 連 公共投 資9000億 円,計1兆1千
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億 円の投 資 は今 日の貨幣価値 に換算 すれば2兆 円 に近 い大 プロ ジェ ク トであ っ

たが,56ケ 月 も続 いた 「い ざな ぎ景気」 の頂点,高 度経済成 長の シ ンボ ルとし

て千里丘 に出現 した この未 来都市 は,国 内の各種 のデザ イナー に千載一遇 のチ

ャンスを与 え るもの と して彼 等 を欣喜 雀躍 せ しめた もので あ り,そ して この年

の春のT8:3%賃 上 げに浮 かれた 日本民族 によってGNP世 界 第二位 の偉大 なる

祖国の繁栄 を謳 歌す る格好 の場 となった。

私の デザ イン ・ポ リシーは 「笑 い」 をテーマ と した この パ ビリオ ンを,完 全

に"お 祭 り概念"で 貫 くこ とで あった。 無垢 の笑い には堅苦 しい理論 や超 近代的

な実験建 築は不要 であ り,む しろCIAM以 来 の現代建築論 や現代 デザ イ ン理

論 か らかけ離 れ た別個 な もの で挑 戦 してみよ うとい うことで あった。

この狙 いが正 しかった間違 っていた か,或 いは その 表現技術 が正鵠 を得 てい

たか どうか私 には判 らな い。 ただ この デザイ ンを完 了する暇 もな く,南 仏 ニー

スに飛 び,こ の館 の壁 画作者 であ るホ ア ン ・ミロ にオ ンダシオ ン ・マー グで こ

の案 を見せた と き,口 を極 めて彼 が評価 して くれ たこ とだけは確 かであ る。 そ

して彼 が来 日 した ときにハ プニ ングが起 った。私 が設 計 した この パ ビリオ ンの

長 いゆ るや かなスロー ブの 白い手摺 りに,彼 が突然絵 を描 き始 めたので ある。

30米 程 の長い手摺 りに,彼 はお座 敷帚 と亀の子 束子 と オイ ルペ イ ン トを使 って

一週 間程 で素晴 らしい タブロー を作 り上 げた。 それは現在 国際美術館 の大広 間

に飾 られてい る陶板壁 画 よ り私 には清新 に思 われ た。極 めて残念 な ことに,そ

れは僅 か半年で消 え去 った。 パ ビリオ ンと共 に細 々に砕 かれ たので ある。

ミロの作品の みな らず,半 年 の華 麗 な祭典の後,未 来都 市 は幻 の よ うに消 え,

千 里 の会場 はn再 び緑の丘 に戻 っている。

それ と共 に日本 の高度成長 も今や そのお もかげ をしのぶべ くもな い。

まこ とに この作 品は,私 に とって華 やかな高度経済 成長の一場 の夢 となって

散 り去 った感 がす る。
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3.デ ザ イナ ーの 分野 拡大

作品C・ 「新 さくら丸」

のデザ イ ン

1972臼 こ(日召利147{蒋)7

月完 成

船 ヒ 社 団法 人 冂本 産

業巡航 見本市協

会

建造 三菱 重i:業 株 式

会社 神戸造船 所

日本産 業巡航 見本 市 協

会 は さきに専用船 さ くら

丸(そ の後青 年の船 に転

用 された。)を 所有 して

いた が,船 体 老朽化 のた

め新鋭の 代船 「新 さく ら

丸」 を建 造 した。

計画 は1970年 に始 まっ

たが,時 はま さに第3次

佐藤 内閣,EXPO'70と

同 期の 高度成長 の まった

だ中であ り,こ の船は そ

の時 代層 を反映 して極 め

て豪華 で 力強 い格調 を目

標 とされた。

二の船 の建造 計画で注
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目すべ きことは,「 新 さくら丸 デザ イ ン委 員会」 が組織 され,造 船技 術者 と別

個 に船体 か ら内 装の隅 々 まで デザ イナーの 目で独 自に検討 され,そ れが 尊重 さ

れて大巾 に採用 されたこ とで ある。 メ ンバ ーは下記の通 りで あった。

1・Dデ ザ イナ ー 豊 口 克 平

1・Dデ ザ イナー 秋 岡 芳 夫

グラフ ィックデザ イナー 伊 藤 憲 治

イ ンテ リアデザ イナー 樋 口 治

デザ イナー が船 の外 形迄取 り組 んだのは 日本 で最初 の ことで,船 主の デザ イ

ンに対 す る理 解度 の高 いこ ともさ りなが ら,デ ザ イナーの分野拡 大は遂 にこ こ

迄 きたか と,一 同感慨 を新 に した ことであ った。

当時 クィー ンエ リザベ ス2世 号 が建造 されたば か りで,そ の船体 設計 に英 国

の工業 デザ イナ ーが関 与 してい る情 報 が入 って いた ので,我 々チ ーム全員 が張

り切 っ'てデザイ ンに取 り組 んだので ある。

船体 塗色 をグラデ ィエ イシ ョンや縞柄 にす る等,新 しいア イデ アが生れ たの

もこの時 で ある。 ナビゲー シ ョンブ リッジに下駄 をはかす こ と(航 海船橋 の下

に空 間 を設 けて風 を後へ通 し,煙 突 の煙 を後 甲板 に落 さぬ よ う配 慮す る。)や

セ ミ ・マ ック式 に煙突 とマ ス クを連結 させ る造形 な どは我 々デザ イナーの提 案

が採用 された も'ので ある。

三菱神 戸造船所 にこの船 のキー ルが据 って か ら,具 体的 なイ ンテ リア ・デザ

イ ンは全般 に渉 って私 が擔 当 した。船の使 命上 ,現 代 日本調 が中心 となったが,

私 が当時の世 界最 大の豪華 船 クイー ンエ リザベ ス2世 号の イ ンテ リアを意識 し

な かった と云 えば嘘 にな るが,こ の船 が完成 した翌1971年 夏 ,私 は大西洋上 で

クイー ンエ リザ ベ ス2世 号の客 とな った が,デ ザ イ ンの傾 向 が 「新 さ くら丸」

と全 く異 ること を実地 で確 かめ たの もこの時 であ る。 その後 我が国 で も数 多く

の容船的 フェ リーボ ー トが出現 したが ,船 の格調 ・デザ イ ンの質及 びそれ にか

けた予算 が全 くお話 にな らず,「 新 さくら丸」 は現在 も尚日本 の フラ ッグ ・シ
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ップの地位 を保っているものと思っている。

4.低 成 長 期の 省 力化 の 象徴

作 品D・ 「杉乃井 ホテ ル大集会 場」1977年(昭 和52年)5月 完 成

施 註 別府市観海寺 杉乃井 ホ テル

施 工 直 営

内容 大集会場(1600㎡),中 ・小集 会室,ホ ー ル他

1978年(昭 和53年)度 日本 照明学賞受賞

最 も新 しい作品例 と して これ を挙 げたい。 これは リゾー トホ テルでは 日本 で

一二 を争 う杉乃井 ホテ ルが昨年新 しく建造 した大集会場 であ る
。40米 四方 の柱

の ない1600㎡,し か も,6 .5米 の 天井 高 を持 つ空 間 は流 石 に巨大 であ る。 この

大 きさは東京帝国 ホテ ルの孔 雀の間 に匹適 す るもので あ り,舞 台,コ ン トロー

ル ・ルーム,同 時通訳 室 を備 え国際会議場 に もなる機能 をもっている。収 容人
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員2干 名は確 実 であ るか ら当然防火規定 は極 め て厳 しい。従 って意匠的 には 不

燃 板の 表面 を不燃 材で貼 るこ とに限 られて くる。最終的 に私 は 「朿ね熨斗」 と

い う日本独 特の華麗 な染織模様 を大柄 に表現 した特別 製の壁 布 で部屋 全体 を囲

った。

この作品 で特色 とす るこ とは,上 記の よ うな意匠 は も早 や問題 でな くなった ゜

ことであ る。壁床天井の 意匠 は当方の提案 その まま を施 主は直 ちに承 諾す る。

これは永年施 主 とつ き合 った結 果の相互信頼 が そ うせ しめ ること もあ るが,問

題 は照 明効 果 と音響効 果並 びに空 調冷 暖肩効 果 と,そ れ等が防火 ・防災 と噛 み

合 う点 にあ り,施 主 の関心 もその方のみ に働 いた か らである。要 す るにこれ等

が一つ で も機能 を果 さない と意 匠が い くら優 れて いてもその イ ンテ リアは落第

とい うこ とで ある。音響 効果一 つ とって も,私 は その道 のベ テ ラ ン… … この場

合,NHK東 京 渋 谷の放送 セ ンター大 ス タデ ィアムの音響 計画設 計者 か ら種 々

意 見 を聞いて イ ンテ リアデザ イ ンは それ に従 うとい う方策 をとった。 照明 計画

は 白熱灯 と蛍光灯 とフラッ トラ ンプの カ クテル照射方式 を採 用 したが,こ こで

も今迄 考 えな くて もよ かった危 介な問題 がでて きたの である。云 く電 力の省 力

化 がそれで ある。 この設計 は本年 度の 日本照 明学会の年 度賞 を受賞 したが,そ

れ は照 明意 匠の卓越性 に対 してでは な く,こ の種の照明 計画 が従来 行 われ なか

った省力化 を真剣 に考慮 してい ることに対 してで あった。

以上,機 能1儀 デザ インから,使 い捨 て豪華 デザ イ ンえ,そ して三転 して遂

に省 力化 に対応す る迄,私 の拙 い作 品 を通 じて さえ,我 々の周囲 が激 し く転換

しているこ とが判 る。

我 がデザ イ ン,果 して今後 どうい う年輪 を刻 むことや ら… ……。
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